
　花壇や花畑、家庭菜園などの手入れをする暖かい時期になりました。大切な収穫物を守るために、野
生動物の食害対策を考えましょう。対策をしないと近場に野生動物が住み着き、被害が拡大していきます！

■家族などに行き先と帰宅時間を知らせましょう。
■１人での入山を避けて２人以上の複数で入山して声を掛け合い、位置を確認しましょう。
■服装は目立つ色（蛍光色など）を着用して、寒さをしのげるものを持っていきましょう。
■携帯電話や非常食、クマよけのため鈴やラジオなどを必ず持っていきましょう。
　最近、携帯電話を車に置いているケースが数多くありますので必ず持って歩きましょう。
■ごみは必ず持ち帰りましょう。
■山菜採りに夢中になっていると背丈の高いササやぶに覆われ、迷って方向が分から
　なくなります。一気に奥までは進まずに、少し進んで戻るようにしましょう。

　気候もよくなり山菜・タケノコ採りのシーズンになりました。毎年のように、転落や行方不明になる
など、山菜・タケノコ採り時の遭難事故が発生しています。安全な山はありません。「自分だけは大丈
夫」と思わないで、次のことに注意して楽しい山菜・タケノコ採りを行いましょう。

　春の交通安全運動（５月11日～20日）にちなみ、社台地区町内会連合会や町交通安全指導員会、町交
通安全協会、苫小牧警察署白老交番グループなどの約30人が、旧社台小校舎前の国道36号でスピードダ
ウンを呼び掛けました。期間中町内では、パトライト啓発や登校時の街頭指導、自転車の乗り方青空教
室などが展開されました。（５月12日）

　ぬりえ展は、幼少時からの防火意識の向上と、火災発生件
数の減少を目指した啓発活動の一環として昨年度より取り組
みました。
　３歳から５歳までの幼年消防クラブ（５クラブ）の幼児に
ぬりえをしてもらい、159点が寄せられました。作品を白老
コミセンで４月20日から５月７日まで展示。来場者の投票と
消防本部の審査で各賞が決まりました。皆さんありがとうご
ざいました。

● 家庭菜園で育てた野菜などの取り残しをしないようにしましょう。
● コンポストで生ごみを堆肥化する場合は、生ごみの上に土をかぶせましょう。
● 畑の周囲には、柵やネットなどを張りめぐらしましょう。
　　　　　　　　　　※アライグマについては箱ワナを貸し出しています。

入賞者は下記の通り。（敬称略）

「旗の波」で交通事故ゼロへ「旗の波」で交通事故ゼロへ

問い合わせ先：生活環境課　環境グループ　☎８２－２２６５

問い合わせ先：総務課　防災交通室　☎８５－３０８０

問い合わせ先：消防本部　予防課　☎８３－１１１９

アライグマやエゾシカによる畑被害に注意

山菜採りで「遭難」しないために

入賞 幼年消防クラブ「防火ぬりえ」展！消防

食害対策

対 

策

消防長賞 消防署長賞 特別賞
３才の部 なかじま  ことか（はまなす保育園）こばやし  ことの（はまなす保育園）もとさわ  かおり（さくら幼稚園）
４才の部 ほり  いちは（緑丘保育園） ふくもと  こうせん（海の子保育園）きむら  さくら（小鳩保育園）
５才の部 ささき  ふう（緑丘保育園） おいかわ  けんと（海の子保育園）にしや  つむぎ（はまなす保育園）


